
（ 13 ） （ 12 ）

　一般質問は、議員が市政全般について、自由なテーマで市長に質問するもので、市民の声を市政に届け、議員それ
ぞれが政策提言を行います。６月定例会では、８日、11日、12日の3日間、18人の議員が一般質問を行いました。
　ここでは、質問と答弁の中から一部を要約してご紹介します。

そこが聞きたい!!そこが聞きたい!! 一　般　質　問一　般　質　問

◆
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画･

介
護
事
業
計
画

①
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
内
容
は　

②

予
防
事
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
は　

③
介
護
予

防
の
担
い
手
の
育
成
の
拡
充
内
容
は　

④｢

狭
山
市
要
援

護
高
齢
者
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

の
取
り
組
み
状
況
は

長
寿
健
康
部
長　

①
要
支
援
者
と
二
次
予
防
事
業
対
象
者

に
介
護
予
防
や
配
食
、見
守
り
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
事
業
。　

②
先
進
自
治
体
な

ど
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
。　

③
狭
山
元
気
大
学
の
修

了
生
の
活
動
を
踏
ま
え
、介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
図
る
。　

④
事
業
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
と
し
て
い
く
。

◆
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

①
橋
、上
下
水
道
、公
共
建
築
物

な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
度

の
現
状
と
更
新
の
方
針
は　

②

民
間
住
宅
の
耐
震
化
の
現
状
は

総
合
政
策
部
長
、
建
設
部
長
、
上
下
水
道
部
長

①
順
次
、

修
繕
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
改
修
計
画
を
策
定
し
実
施
。

建
設
部
長　

②
耐
震
化
率
は
約
73
％
と
推
計
し
て
い
る
。

◆
脳
脊
髄
液
減
少
症

　

市
民
へ
の
情
報
提
供
お
よ
び
学
校
へ
の
周
知
は
。

学
校
教
育
部
長　

幼
稚
園
、小
中
学
校
、学
童
保
育
室
で
、

原
因
不
明
の
頭
痛
や
目
ま
い
な
ど
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

保
護
者
に
連
絡
、医
療
機
関
で
の
受
診
を
促
す
旨
を
周
知
。

◆
学
校
給
食
の
向
上

　

学
校
給
食
の
食
材
の
調
達
の
現
状
は
。

学
校
教
育
部
長　

主
食
の
米
飯
な
ど
は
埼
玉
県
学
校
給
食

会
、ほ
か
の
食
材
は
給
食
用
物
資
納
入
業
者
か
ら
調
達
。

◆
防
災

①
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
当
た
り
女
性
の
意
見
が
配
慮

さ
れ
て
い
る
か　

②
狭
山
市
防
災
会
議
委
員
に
女
性
の
参

画
を
望
む
が　

③
要
援
護
者
に
と
っ
て
は
、避
難
所
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
、施
設
内
に
洋
式
ト
イ
レ
が
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。当
市
の
指
定
避
難
所
と
な
る
学

校
の
す
べ
て
が
こ
の
こ
と
に
対
応
で
き
る
の
か

市
民
部
長　

①
全
庁
的
な
職
員
で
編
成
す
る
地
域
防
災
計

画
修
正
検
討
会
に
、４
名
の
女
性
職
員
が
参
画
す
る
。

市
長　

②
本
年
度
、防
災
会
議
委
員
に
３
名
の
女
性
委
員

を
新
た
に
登
用
し
、女
性
の
視
点
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。

生
涯
学
習
部
長　

③
体
育
館
の
耐
震
化
の
際
、出
入
口
へ

の
ス
ロ
ー
プ
設
置
と
多
機
能
ト
イ
レ
へ
の
改
修
を
し
て
い

る
。耐
震
補
強
が
不
要
な
体
育
館
も
、28
年
度
以
降
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、計
画
的
に
改
修
し
て
い
く
。

◆
通
学
路

①
通
学
路
の
安
全
点
検
の
方
法
は　

②
通
学
安
全
マ
ッ
プ

の
作
成
状
況
は　

③
通
学
路
の
安
全
の
た
め
に
は
関
係
機

関（
学
校･

保
護
者･

警
察･

行
政
）と
の
連
携
と
情
報
交
換

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
と
思
う
が
、見
解
は

学
校
教
育
部
長　

①
全
小
中
学
校
で
保
護
者
や
地
域
の
協

力
も
得
て
、各
学
期
１
回
以
上
点
検
し
て
い
る
。　

②
全
小

中
学
校
で
、防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
て｢

地
域
安
全
マ
ッ

プ｣

を
作
成
し
て
い
る
。今
後
は
、通
学
時
の
交
通
安
全
確

保
に
主
眼
を
置
い
た
地
域
交
通
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

よ
う
、各
校
に
指
導
す
る
。　

③
今
ま
で
も
各
校
で
、定
期

的
な
安
全
点
検
の
ほ
か
、保
護
者
や
自
治
会
な
ど
に
、危
険

箇
所
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
、対
応
し
て
い
る
。今
後
も

連
携
を
密
に
し
て
、児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
。

◆
地
球
温
暖
化
対
策

①
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
を
設
け
、理
念
や
責
務
を
示
し

て
対
策
に
臨
ん
で
は
い
か
が
で
す
か　

②
新
築
の
市
営
住

宅
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、祇
園
保
育
所
で
は
CO2
削
減
の
た

め
に
何
を
す
る
の
で
す
か　

③
既
存
の
公
有
施
設
で
の
CO2

削
減
を
ど
う
し
て
い
き
ま
す
か

市
長　

①
第
２
次
環
境
基
本
計
画
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

を
実
行
し
て
い
く
た
め
、条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

建
設
部
長
、生
涯
学
習
部
長
、福
祉
こ
ど
も
部
長

②
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
や
太
陽
光
発
電
施
設
で
、CO2
削
減
を
図
る
。

環
境
経
済
部
長　

③
太
陽
光･

熱
な
ど
の
活
用
を
検
討
。

◆
10
年
後
、15
年
後
に
は
高
齢
化
率
、介
護
認
定
者
数
や
必

要
と
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
増
加
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

長
寿
健
康
部
長　

推
計
で
高
齢
化
率
が
約
31
％
、約
32
％
。

要
介
護
認
定
者
数
は
約
６
９
０
０
人
、約
８
千
人
。特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
数
は
約
９
０
０
人
、約
１
１
０
０

人
。介
護
サ
ー
ビ
ス
は
約
１･

７
倍
、約
２･

３
倍
。

◆
女
性
問
題
（
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

①
狭
山
市
の
Ｄ
Ｖ
の
状
況
と
そ
の
対
策
は
ど
う
し
ま
す
か

②
審
議
会
、学
校
評
議
員
な
ど
へ
の
女
性
の
参
画
状
況
、促

進
対
策
を
ど
う
し
て
い
ま
す
か

市
民
部
長　

①
23
年
度
は
相
談
１
１
２
件
、保
護
が
必
要
な

ケ
ー
ス
は
少
数
。各
課
が
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
す
る
。

総
務
部
長　

②
３
年
前
に
比
べ
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上

昇
し
た
が
、目
標
値
に
は
達
し
て
い
な
い
。積
極
的
登
用
に

つ
い
て
の
関
係
部
署
へ
の
指
示
や
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長　

②
女
性
が
１
名
以
上
参
加
す
る
よ
う
各
校
に
依

頼
し
て
い
る
。今
後
も
拡
充
が
図
れ
る
よ
う
促
し
て
い
く
。

◆
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
地
下
へ
の
テ
ナ
ン
ト
見
込
み
は
。

環
境
経
済
部
長　

入
居
情
報
は
持
っ
て
お
ら
ず
、権
利
者

の
意
向
も
あ
り
、市
が
助
言
な
ど
を
行
う
立
場
で
は
な
い
。

◆
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
内
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
も
屋
根
を
。

環
境
経
済
部
長　

今
後
、検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の
入
口
に
案
内
コ
ー
ナ
ー
を
。

環
境
経
済
部
長　

案
内
板
を
設
置
済
、さ
ら
に
工
夫
す
る
。

◆
送
迎
車
両
の
停
車
場
を
交
番
付
近
に
設
置
を
。

都
市
整
備
部
長　

過
去
の
警
察
協
議
の
経
緯
か
ら
も
困
難
。

◆
駅
前
信
号
と
、ぎ
ん
な
ん
ク
リ
ニ

ッ
ク
入
口
道
路
に
横
断
歩
道
を
。書

店
、歯
科
医
院
に
行
く
と
き
便
利
。

都
市
整
備
部
長　

横
断
歩
道
を
設

置
す
る
考
え
は
無
い
。

◆
１
階
の
改
札
口
を
エ
ミ
オ
の
公
園
付
近
に
復
活
を
。

都
市
整
備
部
長　

駅
の
橋
上
化
で
改
札
口
を
一
本
化
し
た

も
の
で
、１
階
の
改
札
口
の
復
活
を
求
め
る
考
え
は
無
い
。

◆
中
央
公
民
館
が
入
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と

駐
車
場
が
不
足
で
は
。公
共
交
通
に
も
限
界
が
あ
る
。

市
民
部
長　

市
の
整
備
は
無
く
民
間
経
営
も
考
え
ら
れ
る
。

◆
中
央
公
民
館
の
駐
車
場
と
仮
設
第
２
駐
車
場
を
壊
す
と

約
50
台
の
駐
車
場
が
減
る
。そ
れ
を
残
し
て
、無
料
の
車
と

自
転
車
の
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
。

総
合
政
策
部
長
、都
市
整
備
部
長　

公
民
館
跡
地
は
駐
車

場
に
せ
ず
、第
２
駐
車
場
は
芝
生
広
場
に
整
備
す
る
。

◆
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
中
央
公
民
館
は
無
料
の
駐
車

場
を
つ
く
る
べ
き
だ
が
、考
え
は
。

教
育
長　

中
央
公
民
館
の
利
用
者
に
の
み
公
共
駐
車
場
の

無
料
券
を
発
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

◆
総
合
こ
ど
も
園

　

消
費
税
増
税
を
柱
と
す
る｢

子
ど
も･

子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
関
連
法｣

に
は
、｢

反
対｣

の
声
が
続
出
し
て
い
る
。幼

稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ｢

総
合
こ
ど
も
園｣

に

つ
い
て
、市
立
幼
稚
園
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
ま
す
か
。

教
育
長　

統
廃
合
の
具
現
化
を
優

先
す
る
。総
合
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
は
、統
廃
合
後
の
研
究
課
題
。

◆
待
機
児
解
消
と
保
育
料

①
新
シ
ス
テ
ム
は
、多
様
な
保
育
事
業
の
拡
大
を
図
る
と

し
て
株
式
会
社
の
参
入
を
認
め
る
な
ど
民
間
参
入
を
拡
大

し
て
い
る
が
、待
機
児
解
消
の
見
込
み
は
あ
り
ま
す
か　

②
保
育
料
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
ど
う
で
す
か

福
祉
こ
ど
も
部
長　

①
制
度
の
導
入
後
は
、幼
稚
園
の
総

合
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
の
進
捗
や
３
歳
未
満
児
の
受
け
入

れ
義
務
が
総
合
こ
ど
も
園
に
な
い
こ
と
な
ど
が
、ど
う
影

響
す
る
か
現
時
点
で
は
予
測
で
き
ず
、見
通
し
の
判
断
は

難
し
い
。　

②
国
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、判
断
で
き

な
い
が
、現
行
と
大
き
な
開
き
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
直
接
契
約
方
式
の
導
入

　

親
が
預
け
先
を
探
し
、保
育
所
と
直
接
契
約
を
結
ぶ
仕

組
み
で
入
所
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
。保
育
所
入
所
に
格

差
が
出
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
こ
ど
も
部
長　

市
が
対
象
児
童
の
保
育
の
必
要
性
の

有
無
を
認
定
し
、認
定
書
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
る
。保
護

者
は
、市
町
村
に
保
育
の
必
要
性
の
認
定
な
ど
の
た
め
の

申
請
を
行
い
、認
定
書
の
交
付
を
受
け
、施
設
を
選
択
し
直

接
契
約
す
る
こ
と
と
な
る
。

◆
中
学
校
統
廃
合

①
東
中
と
入
間
中
の｢

廃
校
あ
り
き｣

で
統
廃
合
を
進
め
て

い
る
の
で
は
。生
徒･

保
護
者･

地
域
に
説
明
を　

②
両
校

生
徒
は
、地
震
に
恐
怖
し
な
が
ら
耐
震
補
強
さ
れ
な
い
校

舎
で
廃
校
の
日
を
待
つ
の
か　

③
５
・
６
回
の
検
討
協
議

会
で
東
・
入
間
中
の
廃
校
決
定
。「
十
分
に
時
間
を
か
け
た
」

と
言
え
る
の
か　

④
小
学
校
保
護
者
の
代
表
が
、検
討
協

議
会
の
委
員
に
は
じ
め
か
ら
一
人
も
選
定
さ
れ
な
い
理
由

は　

⑤
中
央
地
域
か
ら
誰
も
代
表
委
員
に
選
ば
れ
て
い
な

い
。東
中
近
隣
の
意
見
は
重
要
、中
央
代
表
は
必
要
で
は

生
涯
学
習
部
長　

①
22
年
４
月
か
ら
検
討
を
開
始
し
、内

部
検
討
を
踏
ま
え
、23
年
１
月
に
は
入
間
川
・
入
曽
地
区
に

検
討
協
議
会
を
設
置
。　

②
統
廃
合
の
検
討
状
況
を
見
定

め
る
必
要
か
ら
先
送
り
し
て
い
る
。　

③
意
見
が
十
分
に

出
た
こ
と
を
検
討
協
議
会
の
議
長
が
確
認
し
、対
象
校
を

絞
る
議
論
を
し
た
。十
分
に
議
論
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

④
今
後
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
中
で
関
係
小
学
校
の

保
護
者
の
代
表
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
。　

⑤
入
間
川

地
区
中
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
部
会
は
、通
学
区
域

の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
。そ
の
構
成
員
は
地

域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
た
が
、必
要
に
よ
り
構
成
員

も
追
加
す
る
な
ど
、臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

◆
駅
に
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
設
し（
児
童
を
朝

預
か
り
、夕
方
戻
す
）各
保
育
園
へ
バ
ス
送
迎
し
て
は
。

市
長　

送
迎
時
の
人
員
確
保
や
乳
幼
児
の
安
全
確
保
の
課

題
が
あ
り
、現
状
で
は
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
狭
山
環
状
有
料
道
路
の
通
行
料
20
円
が
パ
パ･

マ
マ
応

援
シ
ョ
ッ
プ
対
象
の
無
料
化
に
な
る
よ
う
市
か
ら
要
請
を
。

福
祉
こ
ど
も
部
長　

県
の
少
子
政
策
課
に
提
案
し
て
い
く
。

横断歩道なく、
近くて遠いポスト

介
護
予
防
の
充
実
を
／

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を

女
性
の
視
点
を
防
災
に
／

通
学
路
の
安
全

温
暖
化
対
策
／
高
齢
者
福
祉
／

Ｄ
Ｖ
な
ど
女
性
問
題

狭
山
市
駅
周
辺
を

使
い
や
す
く

子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム

中
学
校
統
廃
合
／
少
子
化
対
策
／

狭
山
環
状
有
料
道
路

金　

子　

広　

和　

議
員

（
無　

所　

属
）

猪　

股　

嘉　

直　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

磯　

野　

和　

夫　

議
員

（
公　

明　

党
）

綿　

貫　

伸　

子　

議
員

（
公　

明　

党
）

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子　

議
員

（
無　

所　

属
）

広　

森　

す
み
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
）


